
№１～８初沈　　　　　　　　：２池停止可能
№１～８反応槽出口水路 ：２水路停止可能
№２～４終沈　　　　　　　　：１池停止可能
※停止可能な反応槽流出水路は最終沈殿沈に対応する２水路です。（例：
№1最終沈殿池に対応するのは№1・2反応槽流出水路となります。ただし、
№1・2反応槽流出水路の工事中に№1最終沈殿池以外の池の停止は不可
能です。）

停止期間の制約については、№7・8最初沈殿池のみ12月から3月までの期
間とします。

質疑・回答書

告示番号 50 件　　　　名 平成２９年度庄内下水処理場水処理設備更新工事

回　　　　答質疑事項

特記仕様書
Ｐ２５.　仮設工について
仮設ポンプの故障信号は、仮設ポンプ盤の外部端子での取合
いとし、発信のみとして考えてよろしいでしょうか。

No

豊中市総務部契約検査課　TEL　06-6858-2075
　　　　　　　　　　　　　　　 　　FAX　06-6858-7225
　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail　keiyaku-kouji@city.toyonaka.osaka.jp
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3

4

1 ご質問のとおりです。

特記仕様書
Ｐ９.　$1　No.2、3、4最終沈殿池汚泥かき寄せ機(前槽/横槽/後
槽)
汚泥かき寄せ機の9台について、出来高対象機器と考えてよろし
いでしょうか。

特記仕様書
Ｐ２５.　仮設工について
仮設ポンプ用の電源はご支給と考えてよろしいでしょうか。

ご質問のとおりです。

ご質問のとおりです。

工事施工について、制約条件があればご教示願います。
(池の停止期間、1池毎の施工等)


